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十

如

H
X
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研
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十

如
Eヨ
7:1三

事

の
開：

究

4快

行

；年－

一ノしク

L
A

引
い
門
会
一
川
川
こ
土
1
3
－3
二

A

ー、、百こ

i
g
ぃ
σ
釘
二
J
a
j
d
q
t

「
十
如
H

記
事
」
な
る
出
批
－
C
牝
鉱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
と
こ
ら
で
本
市
の
凶
此
は
山
火
必
や
し
も

定
し
て
ゐ
な
い
。
枚
一
外
第
十
六
谷
三
十
七
丁
に
は

「
法
部
肝
心
作
」
と
い
ふ
凶
枕
で
川
刊
紙
せ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
れ
仏仰引ハ
Hb
山山

支
品
川
文
紗
、
仰ドバい利
一泊
式
に
は
「
日
出
端
十
如
H
U
肝
心
」

と
い
ひ
、
三
日
守
仰
百
花
は

「
法
山
部
松
山
心
州
主
川
」
と
い
ひ
、
本
湖
1
4
仰
古
に
は

「
即
身
成
俳
紗
」

と
也
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
し
一
般
に
は
ト
ヘ
休
銭
円
H
践
の
泊
抗
笠
間
鈍
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
心
か
ら
、

い
ま
と
k

で

は
そ
の
泊
糾
K
従
っ
て
世
く
と
と
に
す
る
。

次
に
本
山
川
の
辿
作
年
代
に
つ
い
て
‘
通
川
の
仰
f
n
n
訟
に
は
、
本
書
を
文
ぷ
九
年
二
川
に
係
け
て
ゐ
る
つ
而
し
℃
そ
の
般
協
は
明
か
で

な
い
が
、
地
的
は
本
む
を
μ
以
北
必
へ
山
ハ
へ
ら
れ
た
も
の
と
す
ふ
の
亡
、
本
ド
．
J

の
川
山
知
が
、

か

ω品
川
凶
行
川
刊
仙
の
川山
担
と
川

一
必
刈
に
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
何
同
誌
作
誌
を
ヰ
て
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
然
し
て
こ
の
辿
糾
の
え
・
水
九
年
北
に
は
ト
ハ
必
よ
り
誕
山
が
あ
っ
て
、
そ
の
設
を

採
川
す
る
も
の
は
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。
位
立
諦
仰
の
内
出
年
活
道
に
副
井
目
次
に
は

ト
柄
引
い
川
を
か
の
一
念
三
千
問
主
と
一
念
一
二
千
法
門
と

北ハに一
t
e
弘
二
年
に
係
け
て
ゐ
る
。

そ
の
後
山
小
、

μ、
明
H
、
遣
いえ等
は
と
の
前
例
の
誌
に
従
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

と
と
己
で
本
引
に
は
年
次
の
記
叫
が
な
い
の
で
、
そ
の
い
づ
れ
と
も
町
広
し
掛
い
。
も
っ
と
も
本
1
1
は
刊
休
の
本
mu
－－f
身
仙
を
説
い
て

m
M
念
成
仰
誌
を
訟
－
d
す
る
の
で

b
る
か
ら
、

そ
の
忠
却
は
伏
前
川
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
は
で
き
よ
う
。
然
し
か
L
V
Q
氾
引
は
快
後
の
い
符
と

怖
へ
ら
れ
る
邦
法
官
和
的
や
三
甘
い
諸
制
一
細
則
之
炉
等
の
一
昨
の
仰
引
に
も
t
u
る
の
で
、
川
山
知
的
U
－
山
の
み
に
伏
っ
て
トト
引
い
け
の
内
前
法
作
み

を
主
川
町
す
る
と
と
は
で
き
な
い
で
あ
ら
う
o
従
っ
て
雌
行
な
る
芯
味
に
於
い
て
は
本
山
々
の
辿
作
年
代
は
不
明
で
る
る
と
い
ん
よ
け
外
は
な

v、。
，叩引に＋
4
3
の
釘
告
衆
に
つ
い
て
も
、
そ
の
詑
峠
が
な
い
の
で
全
く
不
明
で
あ
る
。
も
っ
と
も
叫
削
は
い
以
必

μ
へ
肌
（
へ
ら
れ
た
も
の
と
し

て
ゐ
る
が
、
そ
の
校
践
は
明
か
で
な
い
の
で
誌
か
に
汁
背
し
難
い
の
で
あ
る。

か
や
う
に
木
市
計
の
辿
作
年
代
並
に
的
小
川
然
は
不
明
で
あ
る
が
、

一
史
K
太
引
け
の
御
民
跡
の
一
川
ん
竹
並
に
そ
の
川
刊
に
ハ

J

い
て
も
明
か
で
な

ν、

己
て
小
市
川
ぃ
日
は
訟
郁
wo札
方
便
川
川
の
十
如
円
以
の
小
、
相
性
休
の
三
如
H

叫
に
依
て
、

一二升
川
一
の
ト
千九正
仰
山
川
七T
・d
Af

－
lf
ト
．

4
t
t
J
I
－－h
h
・’t
t
j

J1
μ
i
ノ
t
p

．ul
U刊
ぺ
｝
H
川

の
思
加
に
立
仰
す
る
も
の
で
る
る
。
従
っ
て
水
引
よ
け
に
治
ヂ
る
迷
怖
は
組
念
の
甘
い
制
作
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
川
ゆ
ろ
叫
・心
の
汀
土
、
己
心
山
本

仰
誌
に
外
な
ら
な
い
の
で

b
る
。
然
し
て
か
L
る
川
山
恕
は
、
か
の
小
古
天
台
の
訓
山
本
位
制
心
川
山
初
と
必
調
を
川
じ
う
す
る
も
の
で
あ
っ
て

J
i
、

；！ 
1
l
 

｜

－

 

本
か
附
釣
与
の
忠
恕
と
活
か
に
机
・
な
る
も
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
水
力
の
か
L
る
川
仙
担
は
、

本
市
川
が
代
前
の
仰
引
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
で
抑
川
で
き
る
か
も
州
れ
な
い
。
即
ち
刊
行
山
代
け
の

造
文
中
に
は
・
本
引
い
け
と
川
一
法
刊
の
一
昨
の
仰
」
に
け
が
あ
る
の
で
、
か
L
る
m心山知
は、

や
人
の
川
山
川
法
的
川
口
附
の
一
泊
抗
と
し
て
ぷ
む
ベ

肴
弘
山

で
あ
ら
う
か
。
然
し
行
人
は
か
L
る
前
北
を
定
め
る
前
に
、
か
L

る
仰
ポ
ハ
円
作
の
山川’
u一
に
つ
い

て
巧

U
dピ
同
ふ
仏
山
県
が
あ
る
の
で
は
な
か

ら
う
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
と
で
以
下
本
土
け
の
成
立
に
つ
い
て
、

文
献
的
問
先
を
泣
め
て
み
よ
う
。

山
米
本
引
の
成
立
に
づ
い

て
多
砂
の
悦
ひ
を
挟
ん
だ
人
が
な
い
で
は
な
い
。
即
ち
出
作
円
以
川
の

川
本
・
外
川
れ
十
七
低
に
珍
品
川
・
刷
削

十

如

是

郁

の

研

究

一O
五



十
如
旦
記
事
の
叫
川
究

一O
六

の
加
筆
と
し
て

珍
川
本
第
八
蹴
式
、

十
如
氏
相
の
仰
か
と
て
引
小
さ
る
L
砂
と
天
台
宗
の
十
如
一
円
相
紗
と
引
ん
け
は
ろ
に
寸
分
も
ち
が
は
や
－人
台
の
釣
也

此
紗
を
以
て
本
門
弘
れ
の
時
地
川
付
ハ
拾
を
立
て
れ
ば
制
伐
の
中
の
誌
也
。
訴
法
仇
初
日出
血
。
ド
．
制
に
此
民
不
及
申
沙
汰
の
限
山
肌
3

と
い
っ
て
、
珍
川
ま
づ
本
件
成
立
の
侃
析
を
疑
ひ
‘
本
北
川
は
一
大
品
川
示
の
十
如
代
初
仰
と
金
川
で
あ
る
と
い
ひ
、
，
次
で
ぷ
附
七
の
九
九
を
吃
け

て
、
天
台
宗
の
十
如
一
位
相
紗
は
結
党
大
一
川
の
十
如
併
の
と
と
で
あ
る
と
訴
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
J

ま
た
久
成
日
相
仰
は

）
1
－

r
：；‘ 

仰
い
荊

w
m
A
K

次
の
や
う
な
な
味
の
到
山
を
以
て
、

士
市
引
山
つ
は
お
川
以
↓
へ
川
の
山
凶
作
を
何
お
し
た
も
の
に
あ
ら
ざ
る

か
と
凝
っ
て
ゐ
る
。

一一一一一
間
作
家
は
と
の
和
布
式
の
拾
を
制
介
し
て
そ
の
次
ぎ
下
に

本
書
の
述
作
年
代
不
明
な
る
と
と
。

全
日川
悉
く
向
行
己
流
の
法
円
で
あ
る
と
と

本
書
の
異
本
の
怒
号叫
に
あ
る

「批
円
法
十
古
川
即
身
成
仙
州
賞
式
」

の
文
字
に
つ
い
て
不
ん
容
で
あ
る
と
と
c

さ
れ
ど
も
入
文
の
本
に
一
度
も
市
伽
…
妙
法
越
川
・
れ
と
小
せ
ば
等
の
す
あ
れ
ば
興
本
に
も
依
辺
し
が
た
し
。

と
い
っ
て
、
時
に
和
日
式
の
戊
に
以
引
し
て
ゐ
る
。

と
れ
に
釘
し
て
、
同
扶
老
ば
和
J
h八
の
が
…
ひ
を
え
ぺ

6

し
て
ト
柏
市
川の
山刀、

ιιf－w一っ
て
わ

る
の
で

b
る
。
而
し
て
異
木
の
谷
川
に
あ
る
法
悦
杭
即
’U守山
川
仰
必
に
つ
い
て

山
一
心
併
机
の
叫
に
と
れ
と
川
名
の
も
の
あ
り
、
仰
心
木
刀
釣
に
引
し
之
、
引
の
附
引
の
文
、
川
パ
山
γ
の
乞
と
川
し
く
あ
る
な
り
コ

と
い
ひ
、

次
い
で
と

の
忠
心
拭
一
作
花
を
訂
し
て

後
日
比
＝
間
味
集
上
コ
ペ

法
話
即
身
成
仰
必
記、
H

以
内
比
起
，述。

と
い
っ
て
ゐ
る
。

か
や
う
に
と
の
十
如
H

記
事
は
慈
党
の
十
如
一
批
判
砂
と
同
文
で
あ
る
と
い
は
れ
、
或
は
山
北
心
‘
ま
た
は
党
起
の
訟
指
即
身
成
仙
辿
記
の
仰

お
に
あ
ら
ざ
る
か
と
い
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
と
山
川
の
川
出
に
つ
い
て
は
、
扶
氾
も
ま
だ
っ
き
と
め
た
附
究
を
進
め
ら
れ
な
か
っ

た
か
の
や
う
で
あ
る
。
ζ

k

k
於
℃
口
仏
は
い
山
心
の
リ
ト
H
A
仰
へ
ら
れ
る
一
山
川
恥
即
刈
山
内
内
小
町
山
乞
いm
l
た
一J
に

」
の
ド
川
が叶－
N
と
川
l

h
M
H

弘
州什

の
JK
J小
と
紅
ツ
た
も
の
同し
は
な
か
ら
う
か

af
川山
は
れ
ゐ
の
で
－p
hvu
そ
こ
で
い
会
h
t
M
m
u
ψ
山
内
役
凡
K
N
F
l

aそ
の
p
h
l
k
hdw

し
て
み
よ
う
。

円以
来
即
身
成
仙
一
安
詑

詩
心
一
也
。
如
H
正
休
者
我
山
好
此
身
体
、
川以

を
法
身
如
米
と
も
U
〈中
道
と
も
法
性
と
も
ん
以
以
と
も
一以
ふ
也
。

’E 》じ

1)11 

事

（百出会一一一谷二
六
三
叉）

’ー、戸、
Aノ M
）泣

0 

TI 、J

〈

A
〉

我
山
河

h

・
本
必
三
身
即

－J

如
米
也
っ
而

我
J

拾
が
三
身
即
一
の
本
位
如
来
に
て
あ
り
け
る
車
中
」
A
Y
，れ
に
作
品
て
一
式
く
、
如
H
4
相
門
乃
L
L
）

法
草
いい叫一
五
、
如
是
相
（
乃
主
）
本
山hA
究
立

本
山
水
先
立
法
苛
文
初
K
如
川
出
柏
市
引
、
我
身
の
色

M
K
一
知
れ
た
る
相
を
一
五
ふ
た
り
。
日記
を
肱
九河川川

ruγ

ト。
n川
け
止
l
B
，
pn
K
M
hι
・2
正
行
け

－Z
a
k
J
J
羽
オ
4
1
4u
．
JA
4q＝
陀

米
と
も
刀
人
ば
解
脱
と
も
又
は
似
一
川
と
云
ふ
な
り
o
次
に
如
H
U
性
将、

我
心
性
を
一
五
也
。

足
切

身
如
来
士
も
M
人
投
浩
と
も
M
A
は
本
一
誠
と
も
－エ
ふ
な
り
。
一
一
．
に
わ
H
4
休
者
、
投
心
ト
山
河
休
也
、
H
4

身
如
来
二

au似
柿
。
如
H
記
性
対
－

F
－我

－

i
－
 

vtnぺ
M
V
M

’’・
b
J
H
H
C

、
、
・
．、
L
4
・・2
4

a＝剖
H
r主
主
．dm
H

一ヱ
エ
仰
向
ヨ
．L

形
－
－
出
身
如
来
二
云
－
司
法
位
－

一玄
＝
中
道
－
、

十
如

H

北
市
申
の
町
附
究

0 
七

.J 



十

如

是

…中

の

研

究

綿
＝
め
一
義
泊
三
広
一
広

此
三
如
川
辺
、
円
以
即
三
身
如
来
三
組
先
立

之
休
、
不
レ
知
レ
之
・
x
＝
栄
作
…
－
、
匂
＝
知

之一．
I
z
m
m
人
一。
此
三
如
是
岱
，b
一体
、什レ

ト
し

fJ
H日
L
4士
H
A
，－－h

時

z

－
川川1
1

－
3

、M

・
1

1
4
虫
1
M
G
石
j
e－－到
3
5
‘
正
イ‘’
刻

込
山
十
兆
也
、
・日
レ
此
起
＝
官
民
千
如

千円
W
一川
法
二

此
法
雄
L
Uタ
H
ハ
一
向
之

部
．
一
二
山
之
外
企
制
…
＝
別
法
一
。

[J 
),'/_ 

イI~

弓二

女II

ノ，、

千
'.t; 

休
ノ
小
一
地
位
。
的
三
諒
恒
三
身
、
件
以
成
法

一
知
シ
テ
判
…
＝
同
一
州

、
一
二
社
常
一
仰
い
之
究
北

山勺，
k
zじ
也
。
ぽ
止

－7
、U
L
K
U
γ
J＋

e

ノ

－

i

，
ドエ
d
A
叶ベイシ
ン・・
J
a
、～－引』

（お
）

R
A
W
ω
k
r
e
y
L
A
ノ
で
l・

t
－

d
I
t
冗
円

P
I
P
E

j々

J

J

ぬ
－ィ
：
L
g
p
b
Jl

｝一身・
．此
迷
間
一
日
作
製
不
自
可
レ
向
。
刑

J

、
円
け
リ
’
r
u
n
川U

－、

J

ト’－
4

－広r
h

・’
一－cuHH’
’rdA町

『

4
L
H
E
一H
R品
7
イレ

ソ引
－二二品
町一J
7
E
－
古

…n－－一
二
地
－
不
レ
感
＝
三
倍
目
。

先
制1

/I¥ 
W: 

止

令
長
い件

、
白
J
n
H
t
m
u
y一手
0
2

4
H

＝4
守’
H
H1

．

ノ
久
』

bnμ

＝d
M
了
L
F

一－
dκ

“H
J
hu

化
如
来
ノ
三
身
山
地
点
生
三
身
也
：
、
一
如

FZ

二
日
0

・到
二一
－7
W
MP

一

（い

じ

〉

mu如
＝
公
水
入
レ
出
一

味－、
故
松
一
王
山
我

c
．F
E－－L
、日い
見
－－－．
l
・内崎、．
、
iH
バ
ド
ト
・出U

M

ぐ
れ

dy？
宮
司
訓
H
山

μ
E
4ノめれ
vr＝一二
世
，f
u

仰
山
サ
一
本
山
然
生
成
仰
山
迫
一
。
然
川

住
＝
此
迎
－

M
一
小
三
次
失
－
荘
、
念
k
h刊
ニ
応

諸
政
経
桁
一
、
沙
k
m凶＝
己
心
一
・
川
抗
日
、身

内
之
如
必
紋
レ
叩
辿
附
府
間
．
円
品
川
辿

限
、
民
．
小
b

可
レ
娘
。
如
a
H
泌川・
4

山リ川河
本

円
札
之
此
ぺ
采
＝
水
位
一
肘
之
必
－折
、
依

正
一
如
倣
述
。

十
日
・
4

S

J

M
庁

E

↓
h
，

叫

q
o
H
W
Z’

4
1
1
1
1
6
1吋
吋
J
I－

－

4

一O
八

さ
れ
ば
此
三
如
必
b
L
三
身
如
来
と
は
云
ふ
な
り
3

此
三
如
え
が
三
身
如
米
に
て
沿
は
し
ま
し

け
る
を
よ
そ
に
忠
ひ
へ
だ
て
つ
る
が
、

は
や
我
山
身
の
上
に
て
あ
り
け
る
也
。

か
く
知
る
を
法

来
い
む
を
折
れ
る
人
と
は
山
中
也
。
此
三
如
え
を
本
と
し
て
え
よ
り
開
店
り
の
七
つ
の
如
え
は
い
で

L
十
如
え
と
は
紅
り
た
る
也
。
此
十
如
必
が

η訴
に
も
千
凶
升
に
も
三
千
世
川
に
も
‘
成
た
る

也。

か
く
の
如
く
多
く
の
法
川
と
な
っ
て
、
・
八
町
山
口
出
伐
と
一
五
は
る
れ
ど
も
凡
て
川
ハ
一
つ
の
三

討
の
訟
に
し
て
、
三
締
の
外
民
法
門
な
き
功
也
。

件
以
放
は
行
別
件
と
云
は
仮
諦
也、

午・
如
’
c
ρ
一は
民
諦
也
。
一
二
千
と
云
ふ
は
中
前
山
い
0

・
引
と
仮
と

中
と
を
三
誌
と
一
五
ふ
ん
引
な
れ
ば
‘

百
界
T
如
三
千
世
間
ま
で
多
く
の
法
門
と
成
た
り
と
錐
も

一
つ
の
ご
一
誌
に
て
あ
る
主
也
。
さ
れ
ば
始
の
ご
一
如
必
の
ご
一
一
品
L

－i仙
の
七
知
心
の
三
諦
と
は
唯

一
の
一
二
～
d
に
て
、
始
と
絡
と
我
一
身
の
小
の
叫
に

て
恥
一
物
に
て
不
可
忠
誠
な
り
け
れ
ば
、

本
と
末
L

に
は
筑
お
し
て
い
や
し
と
は
設
給
へ
る
也
o
H
M
を
如
之
本
氷
山
λ
立
等
と
は
小
し
た
る
也。

（一一
O
一二以一一
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B' 
、、＿／

品
の
三
如
H
M
を
本
と
し
、
絡
の
七
如
H
4
・
乞
山
本
と
し
て
J
I

の
如
H
4
に
て
る

voは‘

U
J
T
J
h
】
’

J
a
J
i〆

q
，HH
，
U
d

二
ぷ
に
℃

b
る
也
。

此
三
誌
を
三
身
如
来
止
も
－
一
ム
へ
ば
‘
日
・．4
・
，
k
J
ト
”
二
三
h
a
月山中
ζ

トリと

司
4
・4
F

・i
bノ
l
i
－T
J
t
4・・

か
み
す
ぢ
計
の
法
も
な
き
物
を
。

さ
れ
ば
投
身
が
頓
て
三
身
則

一
の
本
妊
の
如
来
に
て
は
あ

り
け
る
事
也。

え
を
よ
そ
に
忠
乞
然
生
と
も
迷
と
も
凡
夫
と
も
一
五
也
。

円以
bz
我’
M

討の
上
と
知

ぬ
る
を
如
必
と
も
党
と
も
め
い
人
と
も
い
い
い
’
バ
と
も
式
也
s
か
う
川
か
に
抑
ヂ
れ
ば
此
身
断
て
今

生
の
中
に
木
口
の
如
米
を
以
は
し
て
‘
即
身
山
仰
と
は
い
は
る
L
也
。

（じ
V

告
は
存
立
川
金
作
り
う
へ
つ
れ
ば
、
政
h
h
v

は’
M
に
欣
て
心
の
ま
L

に
川
み
が
如
し
っ

が
よ
り

秋
を
ま
つ
れ
は
久
き
仰
な
れ
ど
も
一
不
の
川
に
り
ち
り
乙
が
川
’
く
o
此
引
に
人
て
仰
を
期
す

れ
は
久
し
き
ゃ
う
な

μ
ど
も
一
化
山
内
に
以
は
札
て
技
が
身
が
三
山
河
川
一
の
仙
な
り
と
な
り

ぬ
る
也
。
此
u

辿
に
入
ぬ
る
人
に
も
上
小
下
山
三
糾
は
あ
れ
ど
も
川
く

－
丸
の
内
に
矧
は
す
位
。

上
棋
の
人
は
問
所
に
て
先
乞
組
め
て
山一

μ
す
。

小
川
・
の
人
は
若
は
一
日
抗
は
一
川
計
は
一
手

kmは
す
也
。
下
川
の
人
は

の
び
J
く
川
な
く
て
つ
走
り
ぬ
れ
ば
、

一
生
の
門
K
似
り
た
る

と
と
な
れ
ば
仰
絡
の
叫
に
烹
て
請
の
み
え
つる・…
γ
d句
史
て
う
つ
L
に
な
り
ぬ
む
が
如
く
・
けハ

今
ま
で
み
つ
る
似
の
ん
町
一
死
去
恕

ω邪
氾
ひ
が
め
の
取
は
あ
と

μ
も
な
く
な
り
て
、
本
先
の
う

つ
L

の
叫
に
か
へ
り
て
法
兆
を
み
れ
ば
什
・以
北
の
M
M
L

築
に
て
日
米
伐
と
川山
ひ
し
北
此
身
が

身
即
一
の
本
町
の
如
来
に
て
あ
る
べ
き
也
3

以
の
－
恥
に
は
u「
と
小
と
悦
と
の
三
の
い
ね
市
れ

ど
も
一
手
が
け
に
牧
む
る
が
如
く
、
此
も
上
中
下
の
い
人
九
別
あ
る
人
な
れ
ど
も
川
く
一
生
の
’
川
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妙
法
辿
市
川
討
の
休
い
み
じ
く
訟
は
し
を
す
は
何
ね
怠
る
休
に
一
」
沿
は
し
ま
す
ぞ
と
兆
川
し
亡

み
れ
ば
．
我
心
性
の
八
安
心
打
巡
礼
併
に
て
ふ
り
け
る
一
品
也
。
さ
れ
ば
我
’
此
の
体
性
を
妙
法
必

十
市
む
と
は
巾
し
け
る
事
な
れ
ば
、
約
の
名
に
て
は
必
ら
や
し
て
．
は
や
牝
身
の
休
に
て
あ
り

け
る
と
知
ぬ
れ
ば
我
山
河
川
叫
て
法
治
組
に
て
、
法
町
山
市
・
れ
は
北

hwの
休
を
呼
び
掛
し
給
け
る
仰
の

仰一
一討
に
て
ζ

ヲて
あ
り
け
れ
ば

や
が
て
我
山
ガ
三
身
即
一
の
本
史
如
来
K
て
あ
ろ
も
の
也
。
か

く
ハ
λ

ね
れ
ば
、
川
始
よ
り
巳
米
今
ま
で
忠
ひ
な
ら
ば
し
L
、
ひ
が
忠
ひ
の
安
ん
訟
は
昨
日
の
一少

を
川
心
ひ
や
る
が
如
く
あ
と
か
た
も
な
く
成
ぬ
る
本
位
。

（
お

）

え
を
れ
じ
て

一
円
相
も
市
似
…妙
法
辿
川
市
総
と
小
せ
ば

リ
山
川
市
れ
を
先
て
如
訟
に
一
郊
よ
み
京
vhv

に
て
あ
る
也
。

卜
旦
ま
十
裕
、

’
l
－

i
 
百
討
は
γ
M
M

‘
千
泊
に
千
部
や
一
如
法
K
よ
み
ド
ヰ
る
に
て
あ
る

べ
を
也
。
か
く
行
川
寸
・
る
を
如
玲
修
行
の
人
と
は
中
山
ο
市
川
妙
法
必
佐
川
れ
。

｝
 

］
 

（
 前

記
の
針
山
…
に
よ
っ
て
間
引
の
聞
係
を
考
黙
す
れ
ば
大
休
次
の
や
う
た
と
と
が
い
へ
る
と
氾
ふ
。

，，
 

十
如
打
記
事
の
人
の
部
分
は

「
法
市
即
身
成
仰
必
記
」

の
A
の
部
分
を
和
持
し
た
も
の
と
で
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ろ
O

B
の
部
分
は
nu
の
長
分
を
・MM
必却
し
た
も
の
で
あ
る
。

{'.l) （ヨ｝

C
の
部
分
は
、
C
の
出
水

一
味
生
仙
一
如
の
引
を
和
の
H
十・巾
悦
の
間引いに
改
め
た
も
の
で
あ
ら
う
。

(4) 

D
の
部
分
は、

D
の
部
分
を
意
持
し
た
も
の
で
あ
る
。

ノ日
の
部
分
は
、

R
の
叩
A
弘
前
川
州
川
ω
恕
を

m四
川
山
恕
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

(!i) 

従
っ

て
十
如
H
記
事
は
‘
そ
の
本
文
桃
成
上
か
ら
い

へ
ば
叩
身
成
仰
－
袋
詰
の
な
訪
で
あ
り
、

本
計
の
ん
山
ホ
サ
、
に
於
て
、
即
身
成
仰
必
記
の
制
念
…
日
r
J
氾
む
を
川
凶
思
想
に
給
付
し
て
は
ゐ
る
け
ル

な
い
。
ま
た
問
山
知
的
に
均
出
す
れ
ば
、

H
C
d
h
u

、
そ
の
根
本
思
想
に
於
い
て
は
、

想
と
は
活
か
に
民
（
な
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
布
知
的
註
げ
で
あ
る
と
い
ば
ざ
る
を
刊

即
身
時
仰
暖
記
の
珂
休
本
匂
思
想
と
山
川
刊
を
川
じ
う
す
る
も
の
で
あ
っ
て
‘
行
列
．
判
官
の

m
m氾

た
ほ
と
L
に
一
任
芯
す
べ
き
は
、

と
の
法
滞
ド
川
九
月
山
川
仙
叫
辺
に
は
和
仮
名
引
…
ハ
の
興
本
が
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
L
o
即
ち
と
の
哨
け
の
川
、

代・
・と、

i
l
 

r
J
 

州
弁
者

一
保
女
院
。
町
内
時
下
忠
心
仙
川
川
仙
川
，
K
L
A
令レ一江一一
泣
法
市
川
F

此
成
’州
之
肝
必
17
ι
U
H
O

伏
レ
訂
i
－H一、
縦
二
市
川
地
一
レ之
。
共
後
制
中
川
～
之
咋
．
和

と
あ
る
。
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点
引
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レ
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．
十
女
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山
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。
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流
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－
一
x
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十
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事
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そ
と
で
十
如
H
U
ん
や
は
決
女
作
り
も
の
を
氏
本
と
し
て
和
話
し
た
も
の
か
、

そ
れ
川C
も
和
似
名
休
の
も
の
を
作
目
し
た
も
の
か
の
問
凶
が
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，SF
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十
如
札
記
事

の
釧
ん
か
λ

あ
る
o
w
h
に
ま
た
十
如
H
記
事
の
山
本
は
現
行
本
の
如
く
仮
名
休
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
d
刊
誌
文
休
で
あ
っ
た
も
の
を
仮
名
休
に

井
改
め
ら
れ
た
も
の
に
あ
ら
ぎ
る
か
の
民
間
も
あ
る
o
文
和
三
年

（
烈
刊
七
十
一
一
年
〉
に
成
る
雌
昨
日
似
川
の
本
山
問
符
十
七
阪
に
、

戒
抄
一
五
、
如
円
足
利
品
作
我
山
引
の
出
れ
た
る
色
形
を
一
五
ふ
也
。

と
あ
る
え
は
、

十
如
込
町
引
の

如川一
ι
利
者
、

我
山
河
の
色
形
に
山
一
れ
た
り
Q

州
b
L

一広位。

と
い
ふ
ん
λ

を
指
し
た
も
の
で
る
ら
う
と
氾
は
れ
る
が
、
と
の
桶
点
れ
の
一
川
万
の
凶
作
り
は
、
政
H
d
k
よ
る
も
の
か
、
戒
は
訓
引
の
・

u
kの
川
述

に
よ
り
て
生
じ
た
も
の
か
疑
問
で
あ
る
。

Juμ
ど
い
ま
仮
名
休
の
法
草
即
九
日
成
仰
必
刊
を
凡
な
い
し
、

ま
た
法
目
父
休
の
十
如
円
七
一
品
七
年
一
件
な

い
の
だ
、

十
如
H

記
事
の
．
山
形
並
に
そ
の
山
内
木
が
い
づ
れ
で
あ
っ
た
か
は
断
定
し
が
た
い
の
で
あ
る
が
、

そ
の
い
づ
れ
に
し
て
も
、
十
州
H
辺

本
の
成
立
に
つ
い
て
は
践
す
ベ
さ
引
が
あ
ら
う
と
思
ば
れ
る
の
で
る
る
。

な
は
ま
た
い
必
心

ω作
と
仰
へ
ら
れ
る
法
草
川
身
成
仰
必
記
が
決
し
て
点
心
の
作
な
り
や
r
小
川
ゃ
に
つ
い
て
の
疑
問
も
る
る
。
従
っ
て
刷
「
一
川

の
成
立
闘
係
に
つ
い
て
は
も
っ
と
供
本
的
・
及
川
也
が
伏
点
し
て
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
。
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ん
M
A
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柑
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内
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州
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必
十
一
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一
一
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何
恋
心
仰
山
都
会
開
地
一
二
径
二
六
沢
瓦

と
の
以
・
仰
は
附
h

刊
十
年
い
は
の
卒
業
論
文
一
仰
発
日
仰
の
問
先
」

の
一
節
た
る

「
泣
え
に
刑
判
れ
た
る
公
利
主
為
と
初
心
ぶ
災
の
一
一大
系
統
」
の

下
に
於
て
ぬ
じ
た
も
の
を
誌
料
と
し
て
、
そ
れ
に
多
少
仰
を
如
へ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
断
り
て
悦
〈

3
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日
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